
2012 年 2 月 24 日

仙台空港ビル株式会社

日本空港ビルデング株式会社

関西国際空港株式会社

東北観光博実行委員会

東日本大震災復興支援イベント「東北観光博×東北は負けない」の開催について

仙台空港ビル株式会社、日本空港ビルデング株式会社、および関西国際空港株式会社は、東北観光博

実行委員会との共同イベントとして『東日本大震災復興支援イベント「東北観光博×東北は負けない」』

を開催いたします。当イベントは、昨年 3 月 11 日に起きた東日本大震災以降低迷している東北地方へ

の観光需要の喚起を図るとともに、被災地で復旧に取組む人々の姿をパネル展示および復興支援ライブ

を通して紹介していきます。

また、仙台空港での復興支援ライブについては、「仙台空港復活祭」と題し震災後一年を迎えた    

仙台空港の完全復旧を発信していきます。

1．開 催 日  2012 年 3 月 1 日（木）～31 日（土） （次項参照）

2．場 所

（１） 仙台空港

（２） 羽田空港（国内線第１・第２旅客ターミナル、国際線旅客ターミナル）

（３） 関西国際空港

3．実施内容

（１） 東北観光博案内ブースでの観光ＰＲ（主催 東北観光博実行委員会）

（２） パネル展示（復興に向け立ち向かう被災地の方々を紹介します）

（３） 東北地方物産展

（４） 復興支援ライブ

出演（敬称略）

・ 上田正樹（緑の募金“10000 の瞳プロジェクト”参加）

・ 幹 miki（「東北は負けない」ホームページに復興支援ソングを提供）

・ みやぎびっきの会（代表：さとう宗幸）※仙台空港のみ出演

※ 各空港の実施内容については次項参照。その他詳細につきましては、主催各社のホームページを

通じてご案内します。

4．運営組織

主 催 ：仙台空港ビル株式会社、日本空港ビルデング株式会社、関西国際空港株式会社

東北観光博実行委員会

特 別 協 力 ：公益社団法人 国土緑化推進機構、一般社団法人 みやぎびっきの会

協賛・協力 ：東京国際空港ターミナル株式会社、日本航空株式会社、全日本空輸株式会社、

スカイマーク株式会社、北海道国際航空株式会社、スカイネットアジア株式会社、

株式会社スターフライヤー、アイベックスエアラインズ株式会社、

富士フイルムイメージングシステムズ株式会社、株式会社セレスポ 他



5．そ の 他

当イベントを通して集められた募金は、国土緑化推進機構の「緑の募金」を通じて、

東日本大震災被災地の学校居住地周辺の緑化や海岸防災林の森林整備等に利用されます。
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（イベントに関するお問い合わせ先）

仙台空港：仙台空港ビル株式会社 事業部 企画サービスグループ    電話 022-382-0803

羽田空港：日本空港ビルデング株式会社 事業開発・運営本部 事業企画課 電話 03-5757-8075

関西空港：関西国際空港株式会社 ターミナル営業部    電話 072-455-2036



ライブ出演者

上田正樹

1974 年 伝説のスーパーバンド"上田正樹とサウストゥサウス"を結成し、当時のバンドブームの頂点に

たつ。その後ソロとなり、1983 年「悲しい色やね」がシングルチャート 1 位となる。その地位に甘ん

じることなく、パワフルな活動を続け、Ray Charles、B.B King、Junior Wells を始め、数多くの Blues 

Artist 達と共演を果たしてきた。

震災後、被災地の悲惨な状況を目の当たりにして書き下ろした「今ある気持ち」は、「緑の募金 東日本

大震災復興事業応援支援ソング」となった。

幹 miki

尾崎豊、浜田省吾、玉置浩二などの大物アーティストを手掛けた音楽プロデューサー須藤晃氏により見

出され、その才能を開花させるべく、2005 年より音楽活動を開始。宮城県蔵王町在住。仙台を拠点に

イベントやライブ出演などの音楽活動を展開している。2011 年 5 月に震災を乗り越えて、待望の 1ST

アルバム「声」をリリース。良質な作品と高いクオリティで浸透し続けている。

アルバム「声」の中に収められた「光」は、東北の地元クリエイターが発刊したフリーペーパー「東北

は負けない」の動画コンテンツのイメージソングに使われている。

みやぎびっきの会

さとう宗幸を代表に、びっきこども基金を設立。2005 年よりチャリティーコンサート「Dream Chain

～子ども達に夢を～」を開催し、その収益金で宮城県内の小中学校の吹奏楽部・音楽サークルを対象に、

楽器のリペアなどのために寄付をしてきた。

東日本大震災後、震災後ビッキーズの名で復興支援ソング「虹をかけよう」をリリースするなど、より

長期的な視点でこども達を支援していく事を目的にして活動を広げている。

  

上田 正樹   幹 miki   さとう宗幸



当イベントに関連したプロジェクト

「東北観光博」

短期的には、大きく落ち込んでいる東北地域への旅行需要の喚起、中長期的には地域が主体となった新

しい観光スタイルを実現するため、東北地域全体を博覧会会場と見立て、官民挙げた一体的な取組み。

2012 年 3 月 18 日より本格オープン。

東北観光博ポータルサイト：http://www.visitjapan-tohoku.org/

「東北は負けない」

東日本大震災直後に東北のクリエイターが集まり、被災者が一年後の自分に向けた約束を集め、同名の

フリーペーパーの中で紹介した。今年 3 月に、再び被災地を廻り、被災者の一年後の姿を紹介していく。

東北は負けないオフィシャルサイト：http://makenai.kirara.st/

「10000 の瞳プロジェクト」

東日本大震災の被災地に明るい話題を作ろう、を合言葉に、「緑の募金」東日本復興事業応援支援ソング

「今ある気持ち」を、被災地を始め多くの人たち、児童、生徒らと大合唱しようとするものです。

この運動の核となる「今ある気持ち」は、上田正樹が被災地の悲惨な状況をみて、音楽の力で人と人の

「和」を広げて、みんなでこの国難を乗り越えようとする復興応援ソングとして作ったもので、制作さ

れたＣＤは 1000 円以上「緑の募金」に寄付された方たちにプレゼントされることとなった。募金は、

「使途限定募金」として、被災地の学校居住地周辺の緑化や海岸防災林の森林整備等に利用される。

10000 の瞳プロジェクト：http://www.green.or.jp/bokin/greenunitedpress/




	



